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JCCLS CRM-001e
リパーゼ (Lipase)参 考値

リパーゼ (Lipase:LIP)活性の参考値は臨床的有用性を考慮 して、暫定的に市販キット(DGGR基質法)に よっ

て設定した。 (文献参照 )

DGGR:1,2-o― Dilauryl― rac―glycero-3-glutanc acid― (6-methylresorufin)ester

〔LI P参考値】
本ロット (JCCLS CRM-001e)の 参考値は下記の通りである。

不確かさの成分は、均質性と実験誤差成分、校正に用いた標準物質の不確かさ、および安定性を含む

総合的な拡張不確かさ(包含係数 た=2)と して示した。
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測 定 温 度 (℃ )

37℃

拡張不確かさ(U/L)中

5

参考値 (U/L)

126

項 目名

LIP
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